
　　　　デカブロモジフェニルエーテルの分解度試験成績報告書

　　　分子式　　C・！Br1。0

　　　構造式

　　　　　　　Bh　　　　　Bh

雛誹一一一…・
　ろ．1　試験装畳

　　　　酸素消費量自動測定機

　5．2　酸素消費量測定

　　　　　5．1の記録による

　5，5　生分解試験後の直接定量法

　（a）使用分析機器

　　　　ガスクロマトグラフ　検出器FID

　や）分析試料の前処理

　　　　　　「郵
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1回目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2回目

　　　　　　　　に裁；概ラン1：：ぎ111『｝×・回

　　　　　　　　　・抽出（振とう15分間）
　　　　　以下次表に続く

1．試験期間　　昭和51年4月2日～昭和51年6月5日

2．試料名　デカブロモジフェニルエーテル（試料瀬K－205）

5．試験方法及び条件

前頁よ軌引続き

二割 テトラヒドロフラン層一

　　　　　　　　　　　　　　・KD濃縮

　　　　　　　　　　　　　　・25皿1定容

　　　　　　　　　　　藤「t

　　　　　　　　　　　l一
　（c）分析条件

　　　ガスクロマトグラフ（αC）検出器　Pエ1）

　　　　キャリアガス　　N・

　　　　充てん剤　2％OV－17

　　　　ガラスカラム　　2mmφ×0．5皿

　　　　カラム温度　 282℃

4．試験結果

分解度（勇） 付　　　図 付　　　表1

酸素消費量による結果 o 1
一

G　C　による結果 ※（一） 2 ｛

　　　※　負の値を得たので（一）とした。

5．そ　の　他

　直接定量に赴いて水系，汚泥系共残留量が約80％しかない

　のはK－205が変化し、一部中間生成物になるからと考えられ

　る。（図一2参照）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　　　上


